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要である。
（a）一斉配信機能

　　 全クラス、学年別、指定クラスなどのレ
ベルでの一斉配信

（b）オンディマンド配信
　　 各教室から希望のビデオソースにアクセ

ス
また配信するコンテンツについては、以下

のようなものを想定した。
　（ⅰ） 日々のスケジュールなど、テキスト

ベースの連絡情報
　（ⅱ） 学校放送、ビデオニュースなど、ビ

デオ機器からの映像情報
　（ⅲ）朝礼や授業などのライブ中継
　（ⅳ） ビデオやウェブ教材などの電子教材

さらに、今後のメディア情報の進歩を考え
ると、ハイディフィニション映像が扱えるこ
とが望ましいと考えた。

3.　システムの概要

3.1　基本システム

以上のような考察に基づき、基本とするシ
ス テ ム と し て Cabletime 社 の MediaStar 
Compact システムを採用した。その主な特
長は次のようなものである。
　（1） 端末からビデオソースの選択とビデオ

機器の制御が可能
　（2） UTP ケーブルにより 400m までビデ

オ信号のベースバンド伝送が可能
　（3）接続機器は IP アドレスで管理
　（4） ビデオ入力 16 チャネル、TV チュー

ナの内蔵が可能
　（5） スケーラビリティ：16 端末単位での

増設が可能
　（6）伝送方式：NTSC

このシステムは、基本的には端末からビデ
オ信号を選択して配信するシステムである
が、端末を指定して選択した信号を配信する
ことができる。学校としての利用形態に合わ
せて必要な機能を追加開発し、映像配信シス
テムとして構築した。

3.2.　端末の検討
各教室で使用する端末として、プロジェク

タと液晶およびプラズマモニタを検討した。
比較項目は次のようなものである。

画面サイズ：文字が読めることが重要
視野角：左右方向の広さが必要
輝度：通常の明るさで使用できること

価格：端末数が多いので重要
取り扱い：特段の準備が不要であること
電源管理：スケジューリングが可能
これらの項目について上記三種類の端末を

比較すると、まずプロジェクタは画面サイズ
と価格面では有利であるが、視野角と輝度は
十分とはいえず、スクリーンの準備は煩雑で
あり、とくに電源管理はその場でしかできな
いという問題がある。これに対して液晶・プ
ラズマモニタは価格面の問題があるが、通常
の照明条件下で使用でき、使用準備が不要で
あるほか、電源管理についても対応可能とい
う利点がある。液晶とプラズマの比較では、
輝度と視野角の点でプラズマの方が有利と考
えられる。これらの検討から、端末として
50 インチのプラズマディスプレイパネルを
採用し、全ホームルーム教室に計 42 台、生
徒昇降口とロビーにそれぞれ 1 台、および職
員室に 1 台を設置した。また体育館での利用
やイベント対応として、ラックマウントの移
動用端末も用意した。教室にはネットワーク
のポートが設置されているが、端末をノート
PC に接続してローカルにも利用できるよ
う、RGB と音声のポートも設置した。モニ
タの電源管理については、RS232C により集
中管理も可能であったが、今回は見送り、モ
ニタごとのローカルなタイマ設定を利用する
こととした。

3.3　システムの開発と統合
この基本システムの上で上述のコンテンツ

を上述の利用形態で利用できるようにするた
め、以下のような開発とシステム統合を行
い、映像配信システムとしてまとめた。
（1）一斉配信のためのグループ設定

　　 端末からのオンディマンド型の利用に
は、基本システムの持つ機能がそのまま
利用できる。センタ側からの配信には、
配信のたびにどの端末にどのビデオソー
スを配信するかを設定する必要があり、
その煩雑さを避けるため、全教室、学年
別など、あらかじめいくつかのグループ
を設定しておきたい。このため以下のよ
うなグループ設定ができるユーザインタ
フェースを開発した。

　（a）全教室
　　　 生徒への連絡、朝礼など、全クラスへ

指定したソースを配信するためのグ
ループ設定

　（b）学年
　　　 学年別の特別授業など、特定学年へ指
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定したソースを配信するためのグルー
プ設定

　（c）任意設定
　　　 学園祭や入試など、臨時の配信先に指

定したソースを配信するためのグルー
プ設定

（2）テキスト情報の配信
　　 生徒への日常的な連絡など、テキスト

ベースの情報は PC で作成するのが便利
である。このため、RGB-NTSC のスキャ
ンコンバータが必要となるが、その変換
による画像劣化を最小限にする必要があ
る。

（3）ビデオ機器
　　 日常的に利用されているビデオソースと

しての VHS・DV テープと DVD、基本
システムに内蔵する TV チューナ、およ
びライブ中継用のビデオカメラが使用で
きるようにした。

（4）VOD サーバの導入
　　 今後の e-learning への対応を考え、ビデ

オ教材だけでなく、ウェブベースの教材
の配信も可能であるようにした。

（5）ビデオ編集システム
　　 ビデオ教材や学校放送用コンテンツの作

成のため、ディジタルビデオ編集システ
ムを組み込んでいる。

3.4　全体構成
システムの全体構成を図 3.1 に示す。中心

となるのがビデオハブであり、ビデオ機器と
端末が接続される。図中実線はビデオケーブ
ルによるビデオ機器との接続、点線は UTP
ケーブルによる端末や LAN 接続の機器との
接続を示す。ビデオハブの近くに設置された
ビデオ機器や VOD サーバ用のセットトップ
ボックスはビデオケーブルで直接ビデオハブ
に接続されるが、遠方のライブカメラはビデ
オトランスミッタを介して UTP ケーブルで
接続される。エンドポイントは UTP ケーブ
ルで伝送された信号をビデオ信号に変換する
役割と、赤外線によるリモートコントロール
の受信機の役割とを持つ。またビデオ機器の
リモートコントロールの中継の役割をも持つ
ので、端末からセンタの DVD やビデオデッ
キの操作ができる。PC からの RGB の信号
はスキャンコンバータで NTSC 信号に変換
してビデオハブに入力する。VOD サーバに
は 3 台のセットトップボックスがハブを介し
て接続され、ビデオ信号としてビデオハブに
接続される。PC もこのハブに接続され、ビ
デオハブの制御を行う。ビデオ編集システム
はディジタルビデオデッキからの IEEE1394
接続と、ビデオハブとエンドポイントを経由
しての各ビデオ機器からの接続とを持ち、編

図 3.1　システムの構成
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集結果は LAN 経由で VOD サーバへ伝送さ
れ、またローカルに DVD にも出力される。

3.5　配信設定
基本システムは、それぞれの端末ごとにど

のビデオソースを配信するかを配信のたびに
設定する必要があり、運用上煩雑である。こ
のため、端末をグループ化し、グループ単位
で配信ソースを設定できるようなユーザイン
タフェースを開発した。実際の機器の動作は
端末一つずつにビデオソースを割り当ててい
くため、グループ全体の設定が終わるのに数
分を必要とするが、配信前に配信設定を行っ
ておくことで実用上問題はない。図 3.2 はそ
の設定画面で、通常は右側のグループと左側
のビデオソースをして設定すればよい。学年
の入れ替えやイベントの際などのグループの
設定変更は、図 3.3 の画面に入って右端のグ
ループに対応する教室を左の教室群から選択
することで行える。

図 3.2　配信設定

3.6　ビデオオンディマンド
通常のネットワーク経由でのオンディマン

ド配信を行うシステムであるが、配信がビデ
オベースのため、セットトップボックスを介
してビデオ信号に変換して配信システムの接
続している。セットトップボックスも赤外線
リモコンで動作するようになっているので、
教室から VOD 用のリモコンで操作すること
ができる。このサブシステムは構内 LAN か
らは独立になっている。

図 3.3　配信グループ設定

3.7　ハードウェア
ビデオハブなどのハードウェアは構内

LAN と同じラックにマウントし、VOD サー
バとともに実装した。図 3.4 にビデオハブの
写真を示す。

図 3.4　ビデオハブ

4.　システムの利用と運用管理

4.1　システムの利用

コンテンツがまだ十分そろっていないこと
もあり、VOD 的な利用は今一歩であるが、
全校的な利用としては日常的なホームルーム
での生徒への連絡、全校朝礼、視聴覚教室で
の授業のライブ中継、学年単位でのビデオ授
業、生徒会役員選挙の立会演説会の放送な
ど、いろいろな試みが行われている。教室ご
との授業への応用としては、PC を持ち込ん
でパワーポイントによる教材提示を行った
り、教材用 DVD を見せたりするほか、物理
現象の可視化などに利用されている。また部
活では、試合、パフォーマンス、練習などの
ビデオを見ての反省や研究への利用も盛んで
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ある。さらにイベント的な利用としては、学
校説明会での学校紹介ビデオ放映、定期試験
や入試での連絡事項の配信、保護者会での学
校行事の写真のスライドショーやビデオの放
映などが行われている。図 4.1 はロビーに設
置されたモニタでの生徒への連絡事項表示
で、同じものが朝のホームルームの時間に各
教室にも配信される。図 4.2、4.3 は視聴覚教
室における授業を全教室にライブ中継した
例、図 4.4 は物理の授業で波動の説明に PC
を利用した例である。

図 4.1　生徒への連絡の表示

図 4.2　視聴覚教室での授業

4.2　システムの運用と管理
システムの日常的な利用で不可欠なものは

モニタの管理である。とくに一斉配信のと
き、電源のオンオフと映像入力の切り替えを
一斉に行う必要がある。今回のシステムでは
センタからの集中制御は実装していないの
で、朝のホームルームの時間帯はモニタの持
つタイマを利用してオンオフを設定すること
とした。その他のケースについては教員また
は代表生徒がリモコンを持って行って操作す

ることで対応している。モニタの映像入力
も、ローカルな PC 利用では RGB、映像配
信ではビデオを利用するので、その切り替え
を正しく設定し、ビデオ再生時の音量調整も
個々に行う必要がある。また VOD の利用に
ついては、VOD 用のリモコンで教室から配
信内容などを指定して配信の要求を行う。

配信先の設定については、日常的にはあら
かじめ設定されている全教室、学年などのグ
ループを指定してビデオソースを割り当てれ
ばよい。イベントの折や学年の入れ替えのと
きには、それぞれのグループに対して割り当
てる教室群を選んで設定する。

5.　おわりに
本校で構築した一斉配信とオンディマンド

配信の機能を持つ新しい映像配信システムに
関し、導入の経緯、特徴、利用と管理運営な
どについて述べた。コンテンツの整備を行い
ながらいろいろな応用の試みを行っている段
階であるが、現時点での評価としては以下の

図 4.3　全教室へのライブ中継

図 4.4　物理の授業での利用
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ように考えている。
（1）画質は良好

　　 このシステムでのビデオ伝送による画質
の劣化はほとんど見られず、良好であ
る。また PC からの文字情報について
も、スキャンコンバータによる解像度の
劣化は比較的少なく、実用上問題のない
レベルである。

（2）管理運用上の問題
　　 モニタの管理にはいろいろな問題が見ら

れる。とくに一斉配信の場合、クラス担
任や生徒代表がモニタの操作を行うが、
その設定が以前の授業などで変わってい
る場合、標準設定に戻すことが必要で、
ある程度の慣れが必要となる。また予測
されたことではあるが、一部プラズマモ
ニタの焼き付き現象が見られている。

　　 配信先の設定については、開発したユー
ザインタフェースの効果は大きいが、や
はりハードウェア上の制約で配信完了ま
でに時間がかかることが問題となる場合
がある。

今後の課題としては、ハード面ではモニタの
集中管理の実現がある。ソフト面ではコンテ
ンツの整備を行うこと、本校としての
e-learning のあり方を確立し、このシステム
で実現することが重要である。同時に生徒に
よる番組作成や学校放送の実現などによるメ
ディア教育の充実、そのためのスタジオ施設
の整備なども今後の検討課題であり、いろい
ろな応用を実現しつつ整備を進めていきたい
と考えている。
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